[bookmark: _GoBack]【世界のシェア率　日本だけ逆転現象!?】
2016年、スマートフォンの普及率は従来の携帯電話を超えました。今や、国内では6割以上の人達がスマートフォンを所有し、特に若い世代では男女ともにその比率が急上昇しています。同時に、「Android」や「iOS」といった、スマートフォンのOS（オペレーティング・システム）の名前を雑誌や新聞、ネットなどで耳にすることも多くなってきました。日本ではセンスの良いCMなどの効果もあってiPhoneの人気が定着しているせいか、AndroidとiOSのシェアが拮抗している状態ですが、世界全体を見ると、なんとAndroidユーザーが8割以上と圧倒的なシェアを占めているのです。その人気の理由は一体、なんなのでしょうか。

【Androidが人気である理由】
Androidは開発元のGoogleがオープンソースとして提供しているOSということもあり、各メーカーが防水・防塵など、便利かつ個性的な機能を搭載した端末をリリースしています。ユーザーが最初に目にするホーム画面をユーザーが自由に着せ替え、カスタマイズができるのも人気を集めている理由の1つでしょう。また、ユーザー向けのカスタマイズだけでなく、各メーカーが得意の技術を投入して、販売国の事情に合わせた機能の追加・変更を自由に行うことができるため、高級・多機能志向の端末から安価でシンプルなものまで、あらゆるニーズに対応しやすくなっているのです。この点は、Apple一社が開発・管理を行うiOSとは異なる点です。


【多彩なアプリを利用できる】
Androidでは、Facebookやtwitter、LINEなどの利用はもちろん、電子書籍アプリを使った読書、動画や音楽を楽しむ、英会話を勉強するといったさまざまな目的とシーンに対応した多彩なアプリが、有料・無料を問わず数多く提供されています。しかもそれらは公式のアプリ配信サービス「Google Play」を通じて簡単に入手できるので、仕事からプライベートまでをカバーする環境をすぐに作り上げることができます。最近では、音楽や動画を定額で好きなだけ視聴できるサービスも登場するなど、その内容はますます充実しています。


【セキュリティ対策はしっかりと行おう】
しかし、一方でセキュリティ面における重大な問題も指摘されています。2015年にはアプリを通じて大規模な個人情報流出事件が起こっています。セキュリティ対策アプリは必ずインストールしておきましょう。また、Google Playで怪しいアプリはインストールしないように徹底しましょう。人気アプリに偽装した不正アプリも出回っているので要注意です。一見怪しいようには見えなくても、「アクセス許可」の項目に注目してみましょう。例えば、電話帳などの個人情報を必要としないアプリなのに、アクセス許可の項目に「電話帳」と表示されている場合は、バックグラウンドで勝手に個人情報を流出させる恐れがあります。面倒だからといって見逃しがちですが、こうした点に気をつけておけば、安心かつ安全にAndroidを利用できます。

